
ホームページからも見ることができます。
内容／●理事長あいさつ　●医療最前線「早期大腸がん
の内視鏡治療〜大腸がんの基本と最近の治療法につい 
て〜」（消化器内科　紫村治久医師、宮川明祐医師）
●やさしい医学講座「形成外科の診療内容について」（形
成外科　舘一史医師）　●健康ノート「要介護にならない
ために〜食べる機能を維持する〜」（リハビリテーション
科藤本幹雄医師）　●アクティビティレポート「がん患者
さんの外見上のケア〜自分らしく輝いていただくために
〜」（化学療法センター看護師）　●かかりつけ医を持ち
ましょう（旭市ゆうきクリニック　結城崇夫先生）

 
　 ６月11日（土）に市民健康講座を開催

　健康への関心を高めてもらうため、定期的に市民健康
講座を開催しています。誰でも無料で参加できます。
日時／６月11日（土）　午後２時〜４時
場所／本館３階　しおさいホール
内容／病理診断について、がん検診について

 
　
�
看護の心をみんなの心に�
「看護の日」のイベントを開催します

　毎年恒例の「看護の日」のイベントを開催します。気軽
に立ち寄りください。
日時／５月11日（水）　午前９時30分〜午後２時30分
場所／本館エレベーター２階連絡通路ほか
内容／各種測定（血圧、体脂肪など）、栄養相談、救急処
置法、役立つ災害時の知識、がん相談、心の相談、キッ
ズ白衣試着コーナーなど

        
　 
地域広報誌「こんにちは」春号を�
発行しました

　病院と地域をつなぐ情報誌「こんにちは」春号を発行し
ました。院内、市内の公共施設に置いてあるほか、病院

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　糖尿病について、次のように考えている人はいませ
んか。そのように考えていると、痛い目に遭うかもし
れません。

（1）痛くないからほっといてもいいや
　糖尿病の症状としては「喉が渇く」「尿が増える」「体
重が減ってくる」……などがありますが、このような症
状が出るのは、かなり病気が進んでしまった状態です。
糖尿病は採血検査をしないと状態が分かりづらい病気
です。糖尿病の人は必ず定期的（少なくとも３か月に１
回程度）に病院を受診して、採血検査を受けましょう。
糖尿病でない人は、毎年必ず健康診断を受けましょう。

（2）頑張れば治せるだろう
　糖尿病と診断された時には、自分自身のインスリン
を出す力は３〜５割程度まで減っているといわれてお
り、これを現在の医療で治療することはできません。
一度、糖尿病を発症すると「一生上手に」病気と付き
合っていく必要があります。糖尿病でない人は糖尿病

にならないように気を付けることも大切です。
（3）病院にかかっているから安心だろう
　糖尿病は病院に通ったり、薬を飲んだりしていれば
良くなる病気ではありません。自分自身で病気に取り
組むことで良くしていく病気です。医者が何を言おう
と、患者さん自身が日々の生活の中で、何を食べる
か、どれくらい体を動かすか、しっかりと薬を定期的
に飲んでいるかなどに気を付けて取り組んでいかない
限り、病気は良くなりません。最近、糖尿病の薬は食
事療養や運動療法を補助するために使うといわれてい
ます。食事や運動に取り組まずに薬だけ飲んでいても、
糖尿病の状態はどんどん悪くなるなど、上手くいかな
いことが多いです。
　糖尿病の治療は、長生きする治療とほぼ同じだとい
われています。患者さんだけではなく、みんなで治療
の要素を生活に取り入れて、元気に長生きしましょう。

【総合病院国保旭中央病院糖尿病代謝内科 大西俊一郎】
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